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m1を加え抽出し，その0．1　m1，〔3H〕－25－OH－D3

0．lm1（1500　cpm）およびpH　8．6のbarbitaLace－

tate　bufferにて4000倍に希釈した結合タン白溶

液1m1を混じ，4°Cに1時間incubate後，　dextran－

coated　charcoalによりB，　F分離を行なった．

　〔結果〕25－OH－D325　ng／mlから0．78　ng／m1で

良好なstandard　curveが得られた．回収率106．8％，

最小検出感度0．078ng／tube，　intraassay　variability

14．8％，interassay　variability　11．0％．25－OH－D3

に対する12－25－（OH）2－D3，12－OH－D3の交叉反

応性はそれぞれ1．1°／o，0．1％．正常人の血漿25－

OH－D3含量は冬期で11・7±4・4　n9／m1，春期で

26．8±二11．9ng／m1．甲状腺機能充進症および低下症

ではそれぞれ35．4±20．9ng／m1，12．1±11．4ng／m1，

腎不全では10．4±12．O　ng／m1．

　〔考案〕　本法に用いた結合タン白の特異性は

高く，クロマトグラフィーによる25－OHD3の

分離精製を行なわなくとも測定可能であった．血

漿25－OH－D3含量は正常人で大きな季節変動を

示した．腎不全ではタン白摂取量が少いため低値

を，甲状腺機能充進症では甲状腺ホルモンによる

肝25－hydroxylase活性の上昇と肝血流量の増大

のため高値を，甲状腺機能低下症ではその逆のた

め低値を示したと思われる．

19．血清および尿アルドステロンの加齢による

　　変化について
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　〔目的〕　血圧の経日変動とレニン・アンジオ

テンシンとの間にはある関連があることを報告し

てきた．今回は，血漿および尿のアルドステロン

（A）の加齢による変化を，Aと直接関連のある血

漿量，血清NaとK，ならびに間接的に関連のあ

るBUNの立場から，血圧変動の様相を考慮して，

検討した．

　〔対象ならびに方法〕　対象は食塩106～8g

摂取の当内科入院患者で，若年群（40歳未満）31

名，中年群（40歳～59歳）33名，老年群（60歳以

上）34名の計98名である．血圧の経日変動につい

ては，10日間連日血圧を測定し，常時正常血圧の

ものをN群，正常血圧・境界域高血圧・高血圧

の間を移動するものをS群，常時高血圧のものを

H群とした．

　〔結果〕　1）N，S，　H群のいずれにおいても，

i）血清Aは若年群く中年群く老年群である，

ii）尿A濃度は若年群≒中年群≒老年群である，

iii）尿A量は若年群〉中年群〉老年群である，

iv）血漿量，血清NaおよびK濃度は若年群≒中

年群≠老年群である．2）N群とS群では，BUN

は，若年群≠中年群≠老年群であるが，H群では

若年群く中年群≠老年群である．

　〔結果〕　D血漿A濃度は高齢になるにつれ

て高く，尿A量は高齢になるにつれて少ない．

2）N群，S群における1）の関係はBUNとは無

関係であるが，H群ではBUNとある関連がある・

すなわち，AとBUNとの関連は浅い．3）高齢に

なるにつれて血尿A濃度は高値であるが，血漿

量には若年者と老年者との間で差を示さない．加

齢による血漿Aの変化の血漿量に対する関係は

明らかでない．

20．Aldosterone－Radioimmunoassay・Kit使用に

　　おける小児の血漿A！dosterone値について
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Aldosteroneの血中濃度は極めて低く，従来行

なわれていた測定法では採血量の点より新生児や

小児ではその測定は困難であった．
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